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研究背景 研究目的

研究内容

高齢者介護で介護者の負担が大きい

見守り支援等のサービスを利用

監視に抵抗のある高齢者もいる

・介護者の負担を軽減する

・音による活動支援

音と時間感覚・記憶の関係を明らかにする
とともに，評価方法を提案．

 時間感覚の喪失
 短期記憶の障害
 認知機能の低下

音と時間感覚の関係

[主観評価]

SD法
アンケート調査

[客観評価]

心電解析
(ローレンツプロット)

音と記憶・認知機能の関係

[主観評価・客観評価]

記憶と認知機能の低下の対策に
音刺激が有効かを評価する手法の提案関連性を把握

監視性のない見守りが必要

・どのような音が意識付けされるのか．
・音刺激によって記憶が想起されるか．

音と認知機能の関係を定量的に評価 監視性のない見守り支援を目指す


